
平成 29 年度 奈良市食育つながるネット参加団体 取組報告 

 

 

団体名 JA ならけん 

取組み名称 奈良・天理・山辺地区 あぐりスクール 

実施主体 ＪＡならけん 奈良・天理・山辺地区 統括部 

実施日または 

期間 
平成２９年６月～平成３０年２月 対象 奈良・天理・山辺管内 小学生 

奈良市食育推進計

画における６つの

目標・その他の目

標(該当に○を) 

（ ）バランスのとれた規則正しい食生活 （〇）安全な食を選ぶ力を身につける 

（ ）朝食での野菜摂取 （ ）地域の食文化を学び次世代に伝える 

（ ）若い世代の朝食摂取 （〇）食に対する感謝の気持ち 

（〇）その他（農業体験を通じて食と農の大切さを学ぶ） 

内容 

１年間通して農業体験することによって、生きていくうえで欠かすことのできな 

い食べ物の大切さ、それを育む農業や自然の大切さを学ぶことを目的に下記６回

実施しました。 

今年度は取組みの内容を「あぐりスクールだより」にまとめ、参加者及び関係者

へ６回メールで送付しました。 

 

第１回 開校式・田植え体験・トウモロコシ植付体験 

第２回 トウモロコシ収穫・調理体験 

第３回 稲刈り体験・サツマイモ・里芋収穫体験 

第４回 県内視察研修 西吉野「柿の里まつり」参加 

第５回 味噌作り体験 

第６回 閉校式・講演会「ドローンと未来の農業」・ドローンデモフライト 

 

あぐりスクールだより第 1 号    あぐりスクールだより第 3 号 NO.2 



平成 29 年度 奈良市食育つながるネット参加団体 取組報告 

 

 

団体名 ＪＡならけん 

取組み名称 梅干し漬け講習会 

実施主体 奈良天理山辺地区統括部統括課 

実施日または 

期間 
平成２９年６月２１日、２３日 対象 組合員・地域住民 

奈良市食育推進計

画における６つの

目標・その他の目

標(該当に○を) 

（ ）バランスのとれた規則正しい食生活 （○）安全な食を選ぶ力を身につける 

（ ）朝食での野菜摂取 （○）地域の食文化を学び次世代に伝える 

（ ）若い世代の朝食摂取 （ ）食に対する感謝の気持ち 

（ ）その他（参加者１２７名                       ） 

内容 

 

西吉野産南高梅と奈良市内産の赤紫蘇、伯方の塩を使用し梅干しを漬けています。 

梅干しの塩分濃度は１２％となっており減塩の梅干しです。 

 

 紫蘇の葉をちぎり、梅の実のへたを取

るところから始めます。 

 紫蘇の葉をもみきれいな赤い色を出

します。 

梅の実を塩に漬けるところまで一緒に

します。紫蘇と梅を合わせる作業や、土

用干しは自宅でしてもらいます。 

  

 梅干しはおいしいだけでなく、ビタミ

ンやミネラルも豊富に含まれており、                      

活力増進、殺菌力効果、体をアルカリ      

性に保つ、疲労回復など様々な効用を発

揮します。手作り梅干しをおいしく食べ

て健康にすごしましょう。 



平成 29 年度 奈良市食育つながるネット参加団体 取組報告 

 

 

団体名 ＪＡならけん 

取組み名称 味噌作り講習会 

実施主体 奈良天理山辺地区統括部統括課 

実施日または 

期間 
平成３０年１月１３日～３０日 対象 組合員・地域住民・子ども 

奈良市食育推進計

画における６つの

目標・その他の目

標(該当に○を) 

（ ）バランスのとれた規則正しい食生活 （○）安全な食を選ぶ力を身につける 

（ ）朝食での野菜摂取 （○）地域の食文化を学び次世代に伝える 

（ ）若い世代の朝食摂取 （ ）食に対する感謝の気持ち 

（ ）その他（参加人数３９４名                      ） 

内容 

 

奈良県産の大豆、米を使い味噌を作ります。米や大豆を生産している方は、自分

の米大豆を材料に使います。圧力釜で大豆をゆで、潰したものと、米麹を手で混

ぜ合わせます。  

気温が低く寒い時期に作った味噌は

ゆっくりと時間をかけて発酵し、味に深

みが出ておいしく仕上がります。 

毎年参加する方も多く、ご近所の方や

家族と味噌を作ることにより会話や笑

顔が生まれ、地域のふれあいの場となっ

ています。 

 

ＪＡならけんあぐりスクールの子供

達も味噌作りを体験しました。小さな

手で一生懸命こねています。 

 

最終日には、女性部役員の協力の下、

味噌を作り、毎年、地域の障害者施設

や老人ホームに寄贈しています。 

           

  


